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出席者は記載者が○をつける
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・7/20の深夜チーフが岩藤スタッフから東SGMへ変更となります。

・スタッフの交通事故に伴い、7/20の遅番B勤務は田村CW、7/21の遅番C勤務は田口Nsへ変更となります。

・警備の方より、昨日、一昨日とA玄関の電気が付きっぱなしだったとの指摘受けています。遅Cスタッフは20時には、玄関の電気は全て消すようお願いします。

・昨日、業者洗濯の中に家族洗濯の衣類が混じっている事がありました。入浴時や尿失禁等で業者洗濯のバケツに入れる際は、再度確認し入れるようにして下さい。

・明日より３班が旅行となります。スタッフの人数が少なくなりますので、協力しながら事故のないように業務を行って下さい。

・8/1～渋谷Nsが本採用となります。今後資格者1人での夜勤となっていきますので、徐々に与薬等の業務を進めて行きます。確認を行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・野月平　チエ様～ファルミコバ点眼薬１本処方となっています。

・和田　敦子様～汁物にむせる事ある為、本日より汁・メイバランスミニにトロミを付けています。摂取状況の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　本日主治医診察し、昨日より右口角の下がり・呂律は改善傾向との事です。明日17時まで同内容で点滴継続処方となっています。

・中村　文俊様～昨夜～今朝に掛け、ほぼ不眠で経過しています。主治医へ情報提供し、本日よりエスタゾラム（催眠鎮静剤）（2）　1T　1×　5日分処方となっています。睡眠状況の観察を行っていきましょう。また、記録にも忘れずに残していくようにお願いします。

＜患者様NCP評価＞

・和田　敦子様～朝食・昼食共にむせ込みは見られず、スタッフ介助にて全量摂取出来ています。また、バイタル異常も見られていません。他者やスタッフが近くを通りかかった際、体動見られています。四肢拘束による循環障害等は見られていません。褥創のリスクも高い為、出来る範囲内で車椅子への移乗等行っていきましょう。

・佐々木　貞吉様～各食時折むせ込みは目立っていません。他者と同じ時間帯に摂取していますが、他者のお膳に手を伸ばす事見られています。今後、時間をずらし摂取するか、サイドテーブルを利用し摂取等盗食によるトラブルの無いようにしていきましょう。摂取状況の観察を行い、肺炎予防に努めていきましょう。

　　　　　　　　経口摂取への切り替えに伴い本日にて胃管抜去しています。

・櫛桁　武男様～朝食は主食1/3、副食1/2、昼食は主食1/3、副食2/3摂取、エンシュアリキッドも拒否無く摂取する事出来ています。時折息切れ見られていますが、以前に比べ改善傾向です。今朝3時過ぎまで起きていることありますが、日中眠気は無い様子見られ、ホールにてプログラムを見学する等しています。

　　　　　　　　夜間、放尿している事ありますので、睡眠状況と共に排泄状況の観察も行っていきましょう。

・沼端　紀雄様～大声を出している患者様に対し、大声を出す事見られていますが、トラブルとなる事はありません。今後もトラブルの無いよう介入していきましょう。

＜退院支援＞

・谷地　サエ様～7/23　16時頃より地域復帰支援検討会議を実施予定となっています。7/24で入院3ヶ月となりますので、7月末を目処に退院の予定としています。

・鈴木　サダ様～今後介護保険申請について促していく予定としてます。

・山内　公博様～青山荘への入所について家族様が施設見学に行かれています。施設入所の有無等について受け持ちスタッフは進捗状況の確認をお願いします。

＜入浴ついて今後の対応と対策＞

【現状】

・今、現在の状況として入浴に対してのスタッフの意識が低く、自立した患者様が優先で他の患者様は「誰かがやってくれるだろう…」という考えが多くあり、責任の所在が不明確であった。

・入浴出来ない患者様に対してのケアが十分ではなかった。

【今後の対策】

· 当日、入浴出来ない患者様に対しては、その日の入浴担当者が、進行状況を見て、看護リーダー・介護リーダーへ報告し、各ユニットの勤務者が必ず更衣を行う。

（浴室に着替えが残らないよう徹底する）

　⇒責任の所在が明確となり、スタッフ個々の意識が高まる。

　　入浴出来なかったとしても、週３回の更衣が可能になる。

・１週間入浴出来なかった患者様(体調不良込み)については、日曜日の看護リーダー・介護リーダーが、入浴表をチェックし、日勤帯で必ず清拭・更衣を行う。

⇒入浴できていない患者様優先に入浴させようという意識を高める。

【入浴担当の対応】

· 入浴担当から、入浴・清拭についての必要性について各スタッフへ理解してもらえるよう働きかけを行う。（カンファレンス中、または個別で実施）

· 入浴表の名簿の追加の徹底。

· 毎週、入浴状況の確認をし、カンファレンスで情報共有する。

· 上記を実施しながら、職員の意見を取り入れて改善していく。

意見

・入浴でも人員不足で、ユニットもスタッフが不足している場合が多い為、週3回の更衣は厳しいものがあるのではないか？

・風呂以外で患者様が全裸となり、更衣をするのは厳しいのではないか？

等の意見が挙げられています。担当スタッフは再度検討し、カンファレンス内での報告をお願いします。

